
　近畿圏の中山間地の広葉樹林は、古くから
燃料材の供給源であったばかりでなく生活の
場として継続して利用されてきました。しか
し、近年の資源利用形態の変化によって、こ
のような森林は放置されることが多くなり、
大径化した木ではナラ枯れやシカ害による枯
損が目立つようになってきています。海外か
らの広葉樹材の輸入が減少傾向にある中で、
国内の広葉樹の需要が増加しつつあるものの、
需要に見合う供給体制の整備は進んでいない
状況です。このような背景から関西支所では、
森林総合研究所交付金プロジェクト「広葉樹
も多い中山間地で未利用資源をむだなく循環
利用するための方策の提案（H28-30）」を行っ
てきました。
　広葉樹林は、樹高が均一ではなく樹形も複
雑で、資源量の推定に関する研究は人工林よ
りも進んでいないため、本研究では、衛星デ
ータや航空レーザー測量のデータを用いて広
葉樹林の資源量を推定するための技術開発を
行いました。また、小中径材の利用を推進す
るために、枝を含めた個体全体の材積推定手
法についても取り組みました。近畿中国地域
で最も多いコナラの用途に関しては、薪やし
いたけ原木としての用途拡大が見込まれる一
方で、大消費地に近いという利便性を活かし
ながら、多様なニーズに応じて細やかに対応
することで他地域との差別化が図れる可能性
が見えてきました。 多種多様な木質資源を単
独の用途ではなく、複数の用途を視野に入れ
て効率化を図ることは、採算性の担保にも有
効であると思われます。大径材のみならず、
中小径材、枝条、被害材等を含む木質資源を、

資源の特性に合った用途で無駄なく利用し、
付加価値を高めるという「質」を重視した少
量多品目の生産体制が重要であると思われま
す。加えて、利用した後の森林再生については、
シカによる影響の違いによって更新する樹種
の組成が大きく異なることが明らかになり、
シカの個体数管理や食害への対策は確実に行
う必要があると言えました。これらの成果に
ついては、下記のパンフレット（図）をご参
照いただければ幸いです。
　本プロジェクトでは、多くの方々にご協力
いただきながらワークショップや現地検討会、
セミナー等を開催させていただきました。そ
の中で実感したのは、「森づくりは人づくり」
であることです。広葉樹の利用と再生を実現
するには、森林所有者、林業事業体、自治体、
民間企業、研究機関等それぞれの立場の方々
が繋がることが不可欠です。今後も、研究の
立場から、中山間地での森林資源の循環利用
に向けて努力していきたいと思います。お世
話になった皆様に心よりお礼申し上げます。

近畿中国地域の中山間地における広葉樹資源の利用と
再生に向けて

森林生態研究グループ長　山下　直子
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　平成 31年 2月 22～ 23日に滋賀県東近江市と
の共催で、「広葉樹の利用と森林再生についての
ワークショップと現地検討会 in東近江」を開催
しました。本ワークショップでは、東近江市や
地元の東近江市永源寺森林組合、広葉樹の利活
用に取り組んでいる自治体や企業、そして広葉
樹の利用や森林づくりの研究に取り組んでいる
研究者から、合計 10件の発表が行われました。
その後、これらの発表をふまえて広葉樹の利用
と森林再生についてさらに議論を行うため、「森
林づくり」、「資源利用」、「森林経営管理」の 3
つの分科会に分かれ、ワークショップ形式で議
論を行いました。「資源利用」と「森林経営管理」
分科会については次号での報告に譲り、本稿で
は、「森林づくり」分科会での議論について簡単
に報告します。
　森林づくり分科会の議論は、森林総合研究所
の佐藤保森林植生研究領域長をファシリテータ
ーとして進められました（写真 1）。佐藤氏から
広葉樹への期待について問いかけられると、参
加者からは、家具材として広葉樹林を利用した
い、薪などを持続的に生産したい、保健・休養
などの観光に活用したい、水源林として大切に
したい、今のままの広葉樹林をずっと維持して
いきたい等、参加者それぞれの立場を反映した
多様な意見が示され、中には対立する意見もあ

りました。そこで、多様な森林づくりをするた
めには、目的に応じた森林配置が必要であると
の意見も出されました。また、たとえば保健・
休養のために景観を重視した広葉樹林を目標と
する場所では、木材供給のための森林とは異な
る管理が必要なため、それぞれの目標に応じて
施業方法を変えていかなければならないのでは
ないか、といった指摘がなされました。
　広葉樹には非常にたくさんの樹種があり、樹
種ごとに取り扱いは異なります。そのため、造
林や間伐の方法は、針葉樹人工林のようには体
系化されていません。どのような目標林型を設
定した場合どのような施業を行う必要があるか、
さらに研究を進める必要があると感じました。
　分科会での議論は、佐藤氏によってとりまと
められ、他の分科会も含めたすべての参加者に
報告されました。そして、この報告に対して、
滋賀県立大学野間准教授から、「広葉樹林は生物
多様性や多面的機能の面で重要であり、薪の利
用もあるので、獣害対策を考慮しつつ、もう少
し伐った方が良い」等の様々なコメントを頂き
ました（写真 2）。
　今回のワークショップでの議論を通じて、広
葉樹林に対して様々な想いがあることを改めて
感じました。まとめるのはとても難しいのです
が、「いろいろな想いを持った人がいて、広葉樹
林をどうするのかという問題の答えはひとつで
はない。想いを共有できるネットワークづくり
が大事だ。」という共通認識が得られたのではな
いかと思います。今回のワークショップは、広
葉樹に関心を持つ様々な人が集まって情報を共
有する良い機会になったと感じています。参加
した皆様に改めて御礼申し上げます。

「広葉樹の利用と森林再生につい
てのワークショップ」実施報告（1）
：森林づくり分科会

森林資源管理研究グループ　田中　真哉

写真 1　森づくり分科会での議論の様子 写真 2　野間直彦氏によるコメントを聞く参加者
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はじめに
　森林を管理するにあたっては、森林所有の境
界の把握が必要です。しかし、境界調査は、公
図注 1）が明治時代の地租改正まで遡る場合もあ
り、森林所有者の高齢化、不在村化が進む昨今、
困難さを増しています。そのような中、空中写
真は、終戦前後から現在に至る森林の姿を視覚
的に辿ることができるので、こういった調査に
役立つと考えられます。
　そこで昨年度、東近江市永源寺森林組合の協
力のもと、空中写真を使わずに境界調査が行わ
れた場所で、空中写真による境界判読と現地照
査を行い、その有用性を検証しました。

方法
　検証の場所は、滋賀県東近江市君ヶ畑町の 2
つの林班です。東近江市永源寺森林組合から境
界測量の図面、境界に関する聞き取り情報が書
き込まれた小

こあ ざ

字単位の公図、地番の区画が描か
れた森林計画図の提供を受けました。
　空中写真は、戦後、概ね 15年間隔で撮影され
た 6時期分を選びました。空中写真が地図と重
なるようにするためには、中心投影を正射投影
に変換する「オルソ化」処理が必要です。今回
は旧 LeicaGeo製 LPSというソフトウェアでオ
ルソ化しました。オルソ化すると、副産物とし
て 3Dメガネを使った立体視が可能になります。
後述するように、今回はこの立体視を多用しま
した。

結果
　今回提供を受けた森林組合による境界測量は、
過去の皆伐施

せぎょう

業の区画（以下、施業界）を測量
している場合が多いことが確認できました。こ
のことは立体視しなくても、オルソ化した 6時
期の空中写真から十分確認できました。通常、
施業は、森林の所有者単位で行われるので、施
業界は所有界＝公図の地番の区画に対応してい
ると考えられます。

　ただ、今回の公図は、①小字や小字内の地番
の形が不正確である（図 1）、②全ての境界線に
ついて聞き取り情報が書き込まれているわけで
はない、③公図にある里

りど う

道が、現在では分断・
消失している場合がある、といったことが原因
で、公図を実際の境界など林地の現況と直接対
応させることが困難でした。
　ここで空中写真を立体視すると、地形や地物
の高さが強調されて読み取りやすくなるため、
①については微地形が明瞭になり、小字や地番
の区画と、尾根・谷・段丘等の地形との対応関
係がわかるようになりました。②についても微
地形や里道、境界木、施業界が明瞭になるため、
公図の線の実際の位置が推定できました。③に
ついては、立体視すると画質の悪い古い空中写
真でも解像度が増し、里道が判読できる場合が
ありました（図 2）。

空中写真の有用性
　森林の境界調査では、前記のような公図の問
題を乗り越えなければなりません。また、施業
界についても、基本的に所有界と同等と考えら
れますが、厳密には越境や伐り控えがなかった
か検証が必要です。
　空中写真は 70年以上の蓄積があり、立体視も
可能なので、精度の低い公図と実世界を対応さ
せる仲立ちとして、また、施業前の森林の境界
を確認する資料として有用であると言えます。

注 1）土地の区画・地番を示した図面。登記所
が作成・保管。

森林所有の境界を空中写真で
推定する

森林資源管理研究グループ長　齋藤　和彦

図 1　公図の例 図 2　  図 1に対応する領域の推定
白実線：境界
白点線：里道
茶線：林道
青線：川
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　近年、大規模な自然災害が毎年のように発生
し、その度に森林の機能云々といった話が聞か
れます。森林には公益的機能があり、防災的機
能もそのうちの重要な機能として認知されてい
ることの表れだと思います。その一方で、流木
の発生が洪水被害を大きくするといった論調も
増えてきました。
　自然災害が起こると、しばしば気候変動の影
響や異常気象で片付けられがちです。しかしそ
の前に、日本は狭隘で急峻な国土が特徴である
ことを忘れてはいけません。1960年代以降認容
されたプレートテクトニクス理論によれば、国
土の大部分は大陸プレートの下に海洋プレート
が沈み込む運動によって形成された大陸前縁の
弧状列島です。日本列島はヒマラヤ山脈が形成
された新第三紀末（約 500～ 250万年前）以降に
現在の姿となった若い陸地です。このため起伏
が激しく、現在も梅雨・台風の豪雨や冬の豪雪
を伴う気候環境の下で土砂生産が活発です。同
時にプレートの運動は継続しており、大きな地
震や火山噴火が時々起こります。こうした日本
の地形学的特徴は「湿潤変動帯」と表現されます。
湿潤変動帯では山地斜面の崩壊は避けられず、
崩壊した斜面に森林があれば流木が発生するの
は自然なことであり、それを踏まえた十分な流
路断面が確保されていなければ水・土砂は流れ
やすい方向を求めて停滞し、さまよいます。

　日本の気候条件ではほとんどの場所で森林は
自ら生育空間を拡大していきます。森林による
被覆は地表面付近の激しい気象条件を緩和し、
変化し続ける若い陸地表面の変動を緩和させる
最も効率的で経済的な方法です。山林の乱伐と
水害・土砂害の発生を繰り返し経験した歴史を
踏まえ、日本では明治 30年に保安林制度が創設
されました。森林の公益的機能は森林生態系が
もたらすので、欧米では生態系サービスの一部
とされています。いずれにしろ重要なのは、機
能と解釈される現象が個別ではなく総合的に生
じる点です。期待する機能に相反する現象を内
包するので機能面のトレードオフは不可避です。
それでも太古、植物が陸上に進出して形成した
環境に動物が棲み始めて現在に至った経緯を考
えれば、陸上の生き物にとって森林はあってし
かるべき存在です。我々は人工的な空間を構築
して生活していますが、それも自然環境の大き
なシステムの中に存在していることは変わりあ
りません。
　戦後、荒廃した山林の回復過程で、1960年代
に木材輸入が全面自由化し、家庭用エネルギー
が木質から化石に転換し、1970年代に都市化が
加速し現在も進行しています。日本では森林飽
和と指摘される現代、主として沖積平野の限ら
れた土地に人口が集中し、その周辺に新たな人
工空間が開発される一方山間集落は過疎化し、
それらを取り囲む山林の自然度が高まっている
状況は明治の頃とは大きく異なります。本連載
では「森林と防災」について冷静にとらえた最
新の知見を紹介していきます。

日本列島の立地
チーム長（森林水循環担当）　細田　育広
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